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僧そ
う 

正
じ
ょ
う 

遍へ
ん 

 

照
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　

 
―
 

洒
脱
な
僧
の
一
生 

―

井　

上　

辰　

雄　
　
　

　

桓
武
天
皇
の
孫
に
、 

身
は
高
僧
で
あ
り
な
が
ら
、 

極
め
て
洒
脱
な
歌
人
と
し
て
一

生
を
過
し
た
人
物
が
い
た
。
遍

へ
ん
じ
ょ
う照

僧
正
で
あ
る
。 

　

彼
は
、 

お
仕
え
し
て
い
た
仁
明
天
皇
の
崩
御
の
後
、 

直
ち
に
叡
山
に
登
り
、 

俗
塵

を
絶
つ
修
行
に
入
る
が
、 

和
歌
の
道
は
遂
に
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、 

そ
の
名
を
六

歌
仙
に
と
ど
め
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

　

わ
た
く
し
は
、 

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
生
涯
を
す
ご
し
た
遍
照
を
、 

平
安
初
期
の
政
治

的
雰
囲
気
と
か
ら
め
て
、 

描
い
て
見
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

　

遍
照
は
、 

大
納
言
良よ

し
み
ね
の
や
す
よ

峯
安
世
の
子
で
あ
る
。
父
、 
安
世
は
、 

『
公
卿
補
任
』 

弘
仁

七
年 

（
八
一
六
） 

条
に

 

「
桓
武
天
皇
御
子
、 

母
、 

女
嬬
從
七

 
（
五
カ
）
 

位
下
百く

だ
ら
の
す
く
ね
な
が
つ
ぐ

済
宿
袮
永
継
所
生
焉
。
与
二

中
納
言
藤

冬ふ
ゆ
つ
ぐ嗣

一

同
母
弟
也
」 

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、 

桓
武
天
皇
の
庶
子
で
あ
る
。
安
世
は
、 

延
暦
二
十
一
年 

（
八
〇
二
） 

十
二
月
に
、 

良よ
し
み
ね
の
あ
そ
ん

岑
朝
臣
を
賜
姓
さ
れ
て
、 

臣
籍
降
下
し
、 

良
岑
安
世
と

名
乗
る
事
と
な
っ
た
。『
公
卿
補
任
』 

弘
仁
七
年
条
に
も
、 

安
世
の
生
母
は
百
済
宿
祢

永
継
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
、 

北
家
の
冬
嗣
と
は
、 

異
父
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
。 

藤
原
内
麻
呂

百
済
永
継

　
　
　
　
　
　
　
　

良
岑
安
世　
　
　

宗
貞 

（
遍
照
） 

桓
武
天
皇

　

遍
照
は
、 

良
岑
安
世
の
子
と
し
て
弘
仁
七
年 

（
八
一
六
） 

に
生
れ
た
。こ
の
年
は
、 

父
、 

安
世
が
從
四
位
下
と
し
て
、 

冬
嗣
と
並
ん
で
初
め
て
参
議
に
列
し
た
記
念
す
べ

き
年
で
あ
っ
た
。
時
に
父
、 

安
世
は
、 

従
四
位
下
で
三
十
二
歳
で
あ
る
。
（
『
公
卿
補

任
』 

弘
仁
七
年
条
） 

遍
照
の
俗
名
は
、 

良よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ

岑
宗
貞
と
い
う
。 

　

『
三
十
六
歌
仙
伝
』
、 

或
は 

『
僧
綱
補
任
抄
出
』 

な
ど
に
は
、 

宗
貞
は
、 

承
和
十
一

年 

（
八
四
四
） 

に
蔵く

ろ
う
ど人

に
補
せ
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
蔵

く
ろ
う
ど
ど
こ
ろ

人
所
は
、 

仁
明
天
皇
の

父
君
、 

嵯
峨
天
皇
の
始
め
に
置
れ
た
令
外
官
で
、 

天
皇
の
最
も
信
頼
さ
れ
る
側
近
を

常
侍
さ
せ
、 

勅
旨
の
伝
宣
な
ど
に
当
た
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
蔵
人
頭
を
筆
頭
に

五
位
の
蔵
人
、 

六
位
蔵
人
な
ど
が
こ
れ
に
属
し
て
い
た
。
因
み
に
、 

蔵
人
の
唐
名
は 

「
侍じ

ち

う中
」 

又
は 

「
職し

き

じ事
」 

と
称
し
た
と
い
う
。
常
貞
も
六
位
蔵
人
と
し
て
、 

召
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。 

　

し
か
し
宗
貞
が
、 

「
正
史
」 

に
名
を
始
め
て
現
れ
る
の
は
、 

正
六
位
上
の
宗
貞
が
、 

從
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
記
事
で
あ
る
。（
『
続
日
本
後
紀
』 

承
和
十
二
年 

（
八
四
五
） 

正
月
甲
寅 

（
七
日
） 

条
） 

宗
貞
、 

三
十
歳
の
時
で
あ
る
。
同
じ
月
の
十
一
日
に
は

　
 

「
從
五
位
下
良
岑
宗
貞
為
二

左さ
へ
よ
う
え
す
け

兵
衛
佐
一

」 

（
『
続
日
本
後
紀
』 

承
和
十
二
年
正
月
戌
午 

（
十
一
日
） 

条
） 

と
し
て
、 
宗
貞
は
、 

左
兵
衛
佐す

け

に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

　

翌
年
の
承
和
十
三
年 

（
八
四
六
） 

正
月
乙
卯 

（
十
三
日
） 

に
は
、 

「
從
五
位
下
良

岑
宗
貞
為
二

備
前
介
一

」 

と
し
て
、 

備
前
介
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
時
、 

宗
貞
の
兄
の

真
夏

冬
嗣　
　
　

良
房
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長な
が
ま
つ松

も

　

 
「
從
五
位
下
良
岑
朝
臣
長な

が
ま
つ松

為
二

丹
波
守
一

」 

（
『
前
同
』
） 

と
し
て
丹
波
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
兄
、 

長
松
は 

「
他
に
才

能
な
し
。
善
く
琴
を
弾
く
も
以
っ
て
、 

聘
唐
使
に
配
さ
れ
る
」 

（
『
三
代
実
録
』 

元
慶
三
年 

（
八
七
九
） 

十
一
月
十
日
乙
丑
条
） 

と
詳
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。 

　

嘉
祥
二
年 
（
八
四
九
） 

正
月
に
は
、 

常
貞
は 

「
補
二

蔵
人
頭
一

」 

（
『
三
十
六
歌
仙
伝
』 

と
見
え
、 

蔵
人
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

常
貞
は
、 

こ
こ
に
至
っ
て
仁
明
天
皇
の
側
近
中
の
側
近
と
し
て

の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
『
園
城
寺
伝
法
血
脈
』 

に
は
、 

花
山
遍
照
に
就
い
て
記
し
た
一
節
に 

「
内
供
3

3

蔵
人
頭
」 

と
特
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

嘉
祥
二
年 

（
八
四
九
） 

四
月
に
は
渤
海
使
が
入
朝
し
た
際
に
、 

左
近
衛
小
將
從
五
3

3

位
上
3

3

良
岑
朝
臣
宗
貞
は
慰
労
の
任
に
当
っ
て
い
る
。
（
『
続
日
本
後
紀
』 

嘉
祥
二
年 

（
八
四
九
） 

四
月
辛
亥 

（
廿
八
日
） 

条
） 

こ
の
時
は
、 

宗
貞
は
既
に
從
五
位
上
と
称

し
て
い
る
。
し
か
し
、 

『
続
日
本
後
紀
』 

嘉
祥
三
年 

（
八
五
〇
） 

正
月
丙
戌 
（
七
日
） 

条
に
は

　

從
五
位
下
…
良
岑
朝
臣
宗
貞
從
五
位
上

3

3

3

3

」 

と
あ
り
、 

宗
貞
が
從
五
位
下
よ
り
、 

從
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
、 

翌
年
の
嘉
祥

三
年 

（
八
五
〇
） 

正
月
と
す
る
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
宗
貞
、 

三
十
五
歳
の
頃

で
あ
る
。 

　

し
か
し
、 

こ
の
嘉
祥
三
年 

（
八
五
〇
） 

三
月
巳
亥 

（
廿
一
日
） 

に
宗
貞
が
近
侍
し

た
仁
明
天
皇
は
清
涼
殿
で
崩
御
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
、 

御
年
四
十
一
歳
と
あ
る

か
ら
、 

宗
貞
よ
り
、 

六
歳
ば
か
り
の
年
長
で
あ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

こ
の
皇
位
の
代
り
目
の
際
に
は
、 

左
右
近
衛
小
將
各
一
人
が
近
衛
を
率
い
て
皇
太

子 

（
後
の
文
徳
天
皇
） 

の
直
曹
に
陣
し
た
と
あ
る
か
ら
、 

（
『
続
日
本
後
紀
』 

嘉
祥
三

年
三
月
巳
亥 

（
廿
一
日
） 

条
） 

左
近
衛
小
將
と
し
て
の
宗
貞
も
皇
太
子
の
直
曹
に
陣

し
た
も
の
で
あ
う
。 

　

仁
明
天
皇
は
崩
御
さ
れ
る
二
日
前
に 

「
落
二

餝
入
道
一

」 

さ
れ
た
が
、 

そ
の
際
に
、 

仁
明
天
皇
の
御
子
で
あ
る
四
品
中
務
卿
宗む

ね
や
す康

親
王
と
、 

從
四
位
上
阿
波
守
源
朝
臣
多

も
出
家
し
て
い
る
。
（
『
続
日
本
後
紀
』 

嘉
祥
三
年
三
月
丁
酉 

（
十
九
日
）
条
） 

　

つ
づ
い
て
同
じ
廿
八
日
に
は
、

　

 

「
左
近
衛
小
將
從
五
位
上
良
岑
宗
貞
、 

出
家
為
レ

僧
。
宗
貞
先
皇 

（
仁
明
天
皇
） 

之
寵
臣
也
。
先
皇
崩
後
、 

哀
慕
無
レ

己
、 

自
帰
二

仏
理
一

、 

以
求
二

報
恩
一

。
時
人
慇
焉
」 

（
『
文
徳
実
録
』 

嘉
祥
三
年
三
月
丙
午 

（
廿
八
日
） 

条
） 

と
あ
り
、 

仁
明
天
皇
の
初
七
日
の
日
に
宗
貞
も
出
家
を
遂
げ
て
い
た
。
そ
の
理
由
を

正
史
に
は
、 

第
一
に
宗
貞
が
仁
明
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。 

　

 

『
今
昔
物
語
』 

十
九
、 

頭
小
將
良
峯
宗
貞
出
家
語
第
一
」 

に
は
、 

宗
貞
が 

「
形か

た

チ

美び

麗れ
い

ニ
シ
テ
心

こ
こ
ろ
し
ょ
う
じ
き
な
り

正
直
也
ケ
リ
、 

身み

ノ
才さ

い
じ
ん人

ニ
勝

ま
さ
り

タ
リ
ケ
レ
バ
、 

天て
ん
の
う
こ
と

皇
殊
ニ
睦

む
つ
ま

ジ
ク
、 

哀あ
わ

レ
ニ
思お

ぼ
し
め食

シ
タ
リ
ケ
リ
」 

と
述
べ
て
い
る
。 

　

し
か
し
そ
の
事
が
か
え
っ
て
、 

廷
臣
達
か
ら
妬
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
皇
太
子

に
も
告
げ
口
さ
れ
、 

疎
ま
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
宗
貞
は
、 

そ
れ
に
も
め
げ

ず
忠
誠
を
尽
し
つ
づ
け
た
。
仁
明
天
皇
も
、 

宗
貞
の
誠
意
を
認
め
ら
れ
、 

終
止
か
ば

わ
れ
、 
一
層 

「
哀
れ
に
睦
し
く
」 

召
仕
は
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。 

　

そ
の
内
、 
仁
明
天
皇
が
重
い
御
病
気
に
か
か
ら
れ
る
と
、 

宗
貞
は
、 

「
肝き

も
く
だ砕

キ
テ
、 

心こ
こ
ろ
ま
よ
い

迷
テ
、 

嘆な
げ

キ
悲か

な

」 
み
、 

天
皇
が
崩
御
さ
れ
る
と
、 

「
暗く

ら

キ
夜よ

ニ
向む

か

ヘ
ル
心こ

こ

地ち

シ
テ
、 

　
　
　
　

木い

た

び連

　
　
　
　

高た
か
ひ
と仁

安
世　
　

長な
が
ま
つ松

　
　
　
　

宗む
ね
さ
だ貞

　
　
　
　

正ま
さ
な
お直

　
　
　
　

淸き
よ
か
ぜ風

　
　
　
　

寛ひ
ろ

子こ

　
　
　
　

親ち
か

子こ

　
　
　
　

経つ
ね

世や

　
　
　
　

憙き

し子
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身み

、 

更さ
ら

ニ
置お

キ
所ど

こ
ろ
な无

ク
思お

も

エ
テ
」 

法
師
と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。 

宗
貞
を
出
家
に
赴
か
せ
た
も
の
は
、 

仁
明
天
皇
に
対
す
る
宗
貞
の
関
係
は
、 

昵
懇
の

近
臣
関
係
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、 

仁
明
天
皇
と
宗
貞
と
極
め
て
近
い
血
縁
関

係
に
あ
っ
た
も
、 
見
落
し
て
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。 

　

仁
明
天
皇
は
、 
身
近
の
近
親
者
と
し
て
、 

と
り
わ
け
宗
貞
を
目
を
か
け
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。 

　
　

桓
武　
　

嵯
峨
天
皇　
　

仁
明
天
皇

　
　
　
　
　
　

良
峯
安
世　
　

宗
貞

　

 

『
古
今
和
歌
集
』 

巻
十
六
哀
傷
歌
に
も

 

「
深ふ

か
く
さ草

の
帝
（
仁
明
天
皇
）
の
御
時
に
、
蔵
人
の
頭
に
て
、
よ
る
ひ
る
な
れ
つ
か
う

ま
り
け
る
を
、 

諒
闇
に
な
り
け
れ
ば
、 

更
に
世
に
も
、 
ま
じ
ら
ず
し
て
、 

ひ
え
の
山

に
登
り
て
、 

か
し
ら
お
ろ
し
て
け
り
」 

と
述
べ

 

「
み
な
人
御
ぶ
く
ぬ
ぎ
て
、
あ
る
は
か
う
ぶ
り
た
ま
は
り
な
ど
、
よ
ろ
こ
び
け
る
を

き
き
て
よ
め
る
」 

と
詞
書
に
記
し
、 

宗
貞 

（
遍
照
） 

の
歌
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

　

み
な
人
は　

花
の
衣
に　

な
り
に
け
り

　
　

こ
け
の
袂
た
も
と
よ　

か
わ
き
だ
に
せ
よ

　

右
の
詞
書
は
、
今
ま
で
お
仕
え
し
た
仁
明
天
皇
の
御
喪
儀
が
、
終
了
す
る
か
し
な

い
か
の
う
ち
に
、
多
く
の
廷
臣
は
喪
服
を
脱
ぎ
す
て
て
、 

新
天
皇 

（
文
徳
天
皇
）
の

も
と
に
官
職
を
求
め
て
、
吾
れ
先
へ
と
駆
け
付
け
る
あ
さ
ま
し
い
姿
様
を
、
嘆
い
た

も
の
で
あ
る
。「
こ
け
の
袂
」 

は
、 

「
苔こ

け

の
袂

た
も
と

」 

を
意
味
す
る
と
共
に
、 

「
虚こ

仮け

の
袂
」

の
意
を
含
み
、 

打
算
的
に
生
き
る
こ
と
の
出
来
ぬ
愚
直
の
自
分
に
対
す
る
自
嘲
を
こ

め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

　

常
貞
の
突
然
の
出
家
は
、 

世
の
人
を
驚
か
せ
た
が
、 

『
遍
照
集
』 

に
は
、 

 

「
に
は
か
に
、 

家
の
人
々
に
も
し
ら
せ
で
、 

ひ
（
比
叡
）
 え

（
比
叡
） 

に
の
ぼ
り
て
、 

か
し
ら

お
ろ
し
侍
し
」 

と
あ
る
よ
う
に
、 

愛
す
る
妻
や
家
人
に
も
知
ら
せ
ず
、 

直
に
比
叡
山
に
登
っ
て
出
家

し
た
の
で
あ
る
。 

『
大
和
物
語
』 

下
に
は
、 

 

「
御
は
う
ふ
り
の
夜
、 

御
と
も
に
、 

み
な
人
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
中
に
、 

そ
の
夜
よ

り
、 

此
良
小
將 

（
良
岑
常
貞
） 

う
せ
に
け
り
」 

と
伝
え
、 

友
人
達
に
も
一
切
告
げ
ず
、 

仁
明
天
皇
崩
御
の
夜
に
、 

宗
貞
は
遁
れ
る
よ

う
に
姿
を
く
ら
ま
し
、 

出
家
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

　

感
受
性
の
強
い
宗
貞
も
妻
子
、 　

属
も
あ
る
身
で
あ
る
か
ら
、 

そ
の
恩
愛
の
情
を

断
ち
切
る
に
は
、 

ひ
と
に
い
わ
れ
ぬ
苦
悩
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

『
遍
照
集
』 

の

　

た
ら
ち
根
は　

か
か
れ
と
し
て
も　

む
ば
玉
の

　
　

我わ
が

く
ろ
か
み
を　

な
て
ず
や　

有
け
む　
　
　
　
　
　
　

 

（
『
後
撰
和
歌
集
』
） 

の
歌
は
、 

常
貞
の
俗
世
に
ひ
か
れ
る
情
愛
と
、 

出
家
遁
世
の
葛
藤
が
切
な
く
歌
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

『
今
昔
物
語
』 

十
九 

「
頭
小
將
良
峯
宗
貞
出
家
語
」 

第
二
に
は
、 

　

 
「
此
小
將
ハ
宮み

や
ば
ら原

ノ
娘
也
ケ
ル
人
ヲ
妻
ト
シ
テ
、 

極
ク
哀
レ
ニ
難さ

り
が
た去

ク
思
ヒ
通
シ

テ
過
ケ
ル
程
ニ
、 

男
子
一
人
、 

女
一
人
ヲ
ナ
ム
産
セ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、 

妻
独ひ

と
り
み身

ニ
シ
テ
、 

我
レ
ヨ
リ
外
ニ
可た

の
む
べ憑

キ
无ひ

と

な人
シ
ト　

思
ケ
レ
バ
、 

小
將
極

き
わ
め

テ
心
苦
シ
ク
哀
レ
ニ
思
」 

う
と
、 

宗
貞
の
出
家
の
際
の
心
の
苦
悩
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、 

宗
貞
は
、 

男

壮
り
の
三
十
七
歳
と
伝
え
る
。 
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『
元
亨
釈
書
』 

三
慧
解
二
之
二
の 

「
釈
遍
照
」 

伝
に
は
、 

 

「
登
二

叡
山
一

、 

薙
二

髪
於
慈
覚 

（
円
仁
） 

之
室
」 

と
あ
り
、 
常
貞
は
、 

比
叡
山
の
高
僧
、 

慈
覚
大
師
円
仁
の
許
で
髪
を
お
ろ
し
、 

僧
侶

と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
宗
貞
は
僧
遍
照
と
な
り
、 

台
密
の
研

鑽
に
励
む
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
『
寺
門
伝
記
補
録
』 

十
七
僧
伝
に
も

 

「
遊
二

慈
覚
知
證
之
門
一

、 
鑽
二

仰
眞
言
止
観
両
宗
一

」 

と
あ
り
、 

遍
照
は
、 

円
仁
に
師
事
し
て
仏
理
の
究
明
に
当
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。 

し
か
し
必
ず
し
も
、 

天
台
宗
の 

「
止
観
」 

に
限
ら
ず
、 

眞
言
密
教
に
も
強
い
関
心
を

示
し
て
い
た
と
い
う
。
因
み
に 

「
止し

く
わ
ん観

」 
と
は
、 

心
を
練
り
一
切
の
外
境
や
乱
想
に

心
を
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、 

心
を
特
定
の
対
象
に
そ
そ
ぐ
こ
と
が 

「
止3

」 

で

あ
り
、 

そ
の
修
行
を
通
じ
て
、 

正
し
い
智
慧
を
起
し
、 

対
象
を
観み

る
を 

「
観
」 

と
い

う
と
解
さ
れ
て
い
る
。
（
中
村
元 

『
仏
教
語
大
辞
典
』 
五
〇
六
頁
） 

　

こ
の 

「
止
観
」 

の
業
は
、 

天
台
宗
の
中
心
的
に
業
で
あ
り
、 
四
種
三
昧
を
実
践
す

る
も
の
と
い
う
。 

　

遍
照
に
と
っ
て
も
止
観
の
業
は
恩
愛
の
契
り
を
断
つ
上
で
も
、 

欠
か
す
こ
と
の
出

来
ぬ
修
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

　

 

「
師
資
相
承
」 

四
、 

遍
昭
に
は

　

 

「
座
主
慈
覚
大
師
為
二

戒
師
一

、 

受
二

菩
薩
戒
一

。 

貞
観
五
年 

（
八
六
三
） 

冬
、 
大

師
辺

の
も
と
に
て、 

始
学
二

眞
言
秘
法
一

」 

と
あ
り
、 

貞
観
五
年 

（
八
六
三
） 

に
始
め
て
、 

眞
言
秘
法
を
慈
覚
大
師 

（
円
仁
） 

か

ら
学
ん
だ
と
い
う
。 

遍
照
が
出
家
し
て
か
ら
、 

十
四
年
目
の
年
に
当
る
。 

　

だ
が
、 

翌
年
の
貞
観
六
年 

（
八
六
四
） 

に
慈
覚
大
師
は
遷
化
さ
れ
た
の
で
、 

大
師

の
遺
言
で
、 

安
恵
座
主
に
遍
照
は
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

そ
れ
も
つ
か
の
間
、 

安
恵
が
な
く
な
る
と
、 

遍
照
は
智
證
大
師 

（
円
珍
） 

か
ら
学
ぶ
こ
と
と
な
り
、 

円
珍

よ
り
受
伝
灌
頂
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。 

　

貞
観
十
一
年 

（
八
六
九
） 

二
月
十
六
日
に
は
、 

遍
照
は
法ほ

う
げ
ん眼

に
叙
せ
ら
れ
た
。
遍

照
は
、 

五
十
五
歳
で
法
眼
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、 

「
天
台
宗
の
僧そ

う
ご
う綱

」 

と
な
り
、 

つ
い

で 

「
法
務
」 

を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
比
叡
山
の
法
務
の
始
り
と
伝
え
て
い
る
。 

つ
ま
り
、 

遍
照
は
比
叡
山
の
僧
侶
の
取
締
り
や
監
督
の
立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
『
寺
門
伝
記
補
録
』
） 

元
慶
三
年 

（
八
七
九
） 

十
月
廿
三
日
に
は
権
僧
正
、 

仁
和
元

年 

（
八
八
五
） 

僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、 

少
、 

大
僧
都
を
経

て
い
な
い
。
そ
の
事
は
遍
照
が
如
何
に
比
叡
山
で
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
元
亨
釈
書
』 

に
は

　

 

「
仁
和
帝 

（
光
孝
天
皇
）
、 

重
二

昭 

（
遍
照
） 

徳
望
一

」 

と
あ
り
、 

光
孝
天
皇
か
ら
、 

遍
昭 

（
照
） 

は
尊
崇
を
受
け
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。 

遍
照
の
七
十
の
賀
を
仁
寿
殿
で
、
特
に
催
さ
れ
た
の
も
、
光
孝
天
皇
で
あ
っ
た
。 

同
二
年
に
は
封
戸
百
戸
を
勅
賜
さ
れ
宮
中
の
出
入
に
輦
車
が
、 

特
に
許
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、 

陽
成
天
皇
の
護
持
僧
と
な
り
元が

ん
ぎ
ょ
う
じ

慶
寺
を
建
て
、 

御
願
寺
と
し
て
い
る
。 

又
、 

雲う
り
ん
い
ん

林
院
を
元
慶
寺
の
別
院
と
し
て
い
る
。 

後
に
遍
照
は
後
に
花
山
に
退
き 

「
花

山
の
僧
正
」 

と
称
さ
れ
た
が
、 

寛
平
二
年 

（
八
九
〇
） 

正
月
十
九
日
に
遷
化
し
て
い

る
。
（
『
寺
門
伝
記
補
録
』 

十
七
僧
伝
） 

　

今
ま
で
、 

わ
た
く
し
は
こ
の
小
稿
に
お
い
て 

「
遍
照
」 

及
び 

「
遍
昭
」 

と
併
記
し

た
が 
『
先
徳
略
記
』 

遍
照
に
は

　

 

「
霊
山
往
来
云
、 

照
字
連
レ

火
。
有
二

無
事
一

、 

世
挙
用
レ

昭
。
但
自
筆
印
信
、 

明

用
二

照
字
一

」 

と
あ
る
か
ら
、 
自
ら
は
遍
照
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
遍
照
は 

「
遍

あ
ま
ね

く
照て

ら
す
」 
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意
で
あ
る
か
ら
天
台
の
教
理
に
て
ら
し
て
も
、 

正
し
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
一
般
に
は
照
り
の
字
が 

「
火
」 

に
因
む
こ
と
を
忌
み
嫌
っ
て
、 

「
昭
」 

と
し

た
の
で
あ
る
。 

　

所
で
元が

ん
ぎ
ょ
う
じ

慶
寺
は
、 

『
三
代
実
録
』 

に
、 

創
建
の
由
来
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。 

　

「
法
眼
和
尚
位
遍
照
上
レ

表
言
、
中
宮
（
藤
原
高
子
） 

有
レ

身
之
日
、
今
上
（
陽
成

天
皇
）
降
誕
之
時
、
遍
照
発
心
誓
願
、
草
二

創
此
寺
一

（
『
三
代
実
録
』
元
慶
元
年

十
二
月
九
日
乙
亥
条
） 

　

つ
ま
り
貞
観
十
年 

（
八
六
八
） 

清
和
天
皇
の
后

き
さ
き

で
あ
っ
た
藤
原
高た

か
い
こ子

が
、 

皇
子
出

産
を
遍
照
に
祈
ら
せ
、 

貞さ
だ
あ
き明

親
王 

（
後
の
陽
成
天
皇
） 

を
無
事
出
産
さ
れ
た
時
、 

遍

照
が
発
心
誓
願
し
て
建
立
し
た
寺
が
元
慶
寺
の
も
と
を
な
す
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ

る
。 

　

そ
の
後
、 

寺
の
堂
宇
は
次
第
に
完
備
し
、 

仏
像
も
新
し
く
作
ら
れ
、 

宝
祚
を
永
代

に
増
す
こ
と
を
祈
る
寺
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

陽
成
天
皇
の
即
位
さ
れ
た
元
慶
元
年 

（
八
七
七
） 

に
至
っ
て
元
慶
寺
と
称
し
、 

嘉
祥
寺
、 

安
祥
寺
の
例
に
な
ら
い
、 

年
分

度
三
人
を
置
く
こ
と
を
求
め
て
許
さ
れ
て
い
る
。
（
『
前
同
』
） 

　

 

『
類
聚
三
代
格
』 

に
よ
れ
ば
、 

年
分
度
三
人
と
は

 

「
大だ

い
ひ
た
い
ぞ
う
ぎ
ょ
う

悲
胎
蔵
業
一
人　

金
こ
ん
ご
う
ち
ょ
う
ぎ
ょ
う

剛
頂
業
一
人　

摩
訶
止
観
一
人
」 

（
『
類
聚
三
代
格
』 

巻
二
、 

年
分
度
者
事
」 

元
慶
元
年
十
二
月
九
日
条
） 

で
あ
る
。
そ
し
て
、 

五
大
菩
薩
の
前
に
於
い
て
、 

止
観
業
者
を
し
て
、 

仁
王
般
若
経

を
転
読
さ
せ
、 

眞
言
業
者
に
は
、 

三
時
念
仏
不
断
誓
護
せ
し
め
た
と
い
う
。 

　

因
み
に
元
慶
寺
は
、 

皇
室
か
ら
篤
く
尊
崇
さ
れ
て
発
展
し
て
い
っ
た
が
、 

天
暦
三

年
（
九
四
九
）
焼
亡
を
機
会
に
、
次
第
に
衰
退
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
れ
で
も
、
寛
和
二
年 

（
九
八
六
） 

六
月
に
は
、 

花
山
天
皇
が
兼
家
ら
の
謀
略
に

よ
っ
て
出
家
さ
せ
ら
れ
た
寺
と
し
て
、 

そ
の
名
を
止
め
て
い
る
。
（
『
大
鏡
』 

参
照
） 

　

現
在
、 

京
都
市
山
科
区
北
花
山
河
原
町
に
は
、 

「
元が

ん
け
い
じ

慶
寺
」 

と
名
乗
る
寺
が
在
る

が
、 

徳
川
時
代
の
安
永
年
間
頃
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　

元
慶
寺
の
別
院
と
さ
れ
た
雲う

り
ん
い
ん

林
院
は
、 

も
と
は
淳
和
天
皇
の
離
宮
と
し
て
建
て
ら

れ 

「
紫

む
ら
さ
き
の
い
ん

野
院
」 

と
称
し
て
い
た
が
、 

天
長
九
年 

（
八
三
二
） 

に
雲う

り
ん
い
ん

林
院
と
改
め
ら
れ

た
と
い
う
。
（
『
類
聚
国
史
』 

行三
一幸

天
長
九
年
四
月
癸
酉 

（
十
一
日
） 

条
） 

　

後
に
仁
明
天
皇
の
皇
子
、 

常つ
ね
や
す康

親
王
に
伝
領
さ
れ
た
が
、 

貞
観
十
一
年 

（
八
六
九
） 

に
、 

遍
照
に
付
嘱
さ
れ
、 

元
慶
八
年 

（
八
八
四
） 

に
至
っ
て
、 

元
慶
寺

の
別
院
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

　

 

『
三
代
実
録
』 

元
慶
八
年
九
月
十
日
丁
卯
条
に
は
権
僧
正
遍
照
の
奏
言
が
記
る
さ

れ
て
い
る
が

　

「
雲
林
院
者
、 

故
無
品
常
康
親
王
之
旧
居
也

8

8

8

8

8

8

8

8

。
親
王
出
家
為
二

沙
門
一

。
貞
観
十
一

年
二
月
十
六
日
、 

以
二
此
院
一

付
二

嘱
遍
照
一

」 

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
時
、
常
康
親
王
は
、
「
欲
三

永
為
二

精
舎
一

」
せ
ら
れ
、
天
台

の
教
え
を
ひ
ろ
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
遍
照
門
徒
の
な
か
か

ら
勾
当
を
当
て
、 

こ
の
寺
を
元
慶
寺
の
別
院
と
し
た
と
伝
え
て
い
る
。 

　

 

『
三
代
実
録
』 

仁
和
二
年 

（
八
八
六
） 

四
月
三
日
壬
子
条
に
は

　
 

「
令
二

雲
林
院
一

毎
年
三
月
二
十
一
日
仁
明
天
皇
忌
日
、
転
二

四
卷
金
光
明
経
一

、 
安
居
一
夏
之
間
、 

講
二

妙
法
蓮
華
経
一

」 

と
あ
る
。 

　

つ
ま
り
、 
常
康
親
王
が
出
家
さ
れ
、 

旧
邸
を
寄
進
さ
れ
精
舎
と
さ
れ
た
時
、 

「
天

台
の
教
え
を
伝
え
、 
先
皇
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
」
、 

元
慶
寺
の
別
院
と
さ
れ
た
と
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い
う
の
で
あ
る
。 

　

こ
の
寺
は
、 

現
在
の
京
都
市
北
区
の
紫
野
に
存
在
し
た
寺
で
あ
っ
た
が
、 

「
う
ん
4

4

り
ん
い
ん

4

4

4

4

」 
と
も
訓
ま
れ
て
い
た
が
、
一
般
に
は 

「
う
り
ん
い
ん
」 

と
呼
ん
で
い
る
。

御
存
知
の
よ
う
に
、 

『
大
鏡
』 

は
、 

こ
の
院
の
菩
堤
講
に
、 

昔
語
り
の
翁
達
が
登
場

す
る
こ
と
か
ら
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

　

室
町
期
に
大
徳
寺
が
創
建
さ
れ
る
と
、 

そ
の
子
院
と
一
つ
に
な
り
、 

現
在
で
も
そ

の
塔
頭
と
し
て
、 

そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
。 

　

雲
林
院
の
旧
主
で
あ
ら
れ
た
常つ

ね
や
す康

親
王
は
、 

仁
明
天
皇
の
第
七
皇
子
で
あ
る
。 

『
文
徳
実
録
』 

仁
寿
元
年 

（
八
五
一
） 
二
月
丙
寅 

（
廿
三
日
） 

条
に

　

「
无む

ほ

ん品
常
康
親
王
落
髪
為
レ

僧
。
親
王
者
先
皇 

（
仁
明
天
皇
） 

第
七
子
也
。
母
紀

氏
。
少

わ
か
く
し
て而

敏
風
情
可
レ

察
。
先
皇
諸
子
之
中
、 
特
所
二

鐘
愛
一

。
親
王
追
二

慕
先
皇
一

、 

悲
嘆
無や

む
レ

巳な
し

、 

遂
帰
二

仏
理
一

求
二

冥
め
い
き
ゅ
う

救
一

也
」 

と
見
え
る
。
因
み
に
沉
敏
は 

「
沈ち

ん
び
ん敏

」 

と
同
じ
で 

「
お
ち
つ
い
て
さ
と
し
」 

の
意
で

あ
る
。 

『
晋
書
』 

涼
武
王
伝
に 

「
性
沈
敏
寛
和
」 

と
あ
る
。 

　

確
か
に
、 

常
康
親
王
は
、 

仁
明
天
皇
か
ら
非
常
に
鐘
愛
さ
れ
、 
父
君
を
追
慕
し
、 

そ
の
崩
御
を
悲
嘆
さ
れ
て
出
家
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、 

一
つ
に
は
、 

そ
の
母
が
、 

紀

名
虎
の
娘
、 

種
子
で
あ
っ
た
こ
と
も 

（
『
古
今
集
目
録
』
）
、 

そ
の
前
途
を
悲
嘆
す
る

原
因
を
な
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、 

わ
た
く
し
は
、 

密
か
に
考
え
て
い
る
。

　

種
子
の
妹
、 

靜し

ず

こ子
は
文
徳
天
皇
の
更こ

う

い衣
と
な
り
、 

惟こ
れ
た
か喬

親
王
な
ど
を
儲
け
ら
れ
た

が
、 

藤
原
良
房
の
娘
明
子
所
生
の
惟
仁
親
王
が
、 

わ
ず
か
生
後
九
月
で
皇
太
子
に
立

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、 

常
康
親
王
の
出
家
さ
れ
る
一
年
前
に
、 

良
房
の
孫

に
当
ら
れ
た
惟
仁
親
王
が
皇
儲
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
文
徳
天
皇
の
後
嗣
を
め
ぐ

る
諍
い
で
、 

紀
氏
一
族
は
、 

完
全
な
中
央
の
政
局
か
ら
し
め
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。 

　

出
家
さ
れ
た
常
康
親
王
は
、 

仁
明
天
皇
の
菩
提
を
祈
る
と
共
に
、 

俗
世
の
し
が
ら

み
を
断
つ
か
の
よ
う
に
詩
作
に
ふ
け
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
漢
詩
集
に
は
親
王

の 

『
同
中
小
集
』 

が
あ
る
が
、 

脱
俗
の
精
神
や
神
仙
思
想
が
窺
え
る
と
い
う
。
そ
の

失
意
の
常
康
親
王
の
も
と
に
は
、 

遍
照
も
し
ば
し
ば
訪
れ
、 

詩
文
を
介
し
て
お
慰
め

し
て
い
た
と
い
う
。 

　

 

『
古
今
和
歌
集
』 

恋巻
第
十
五

歌
五
に
は

　

 

「
題
し
ら
ず　

雲
林
院
の
み
こ

　
　

吹
き
ま
よ
ふ　

野
風
を
さ
む
み　

秋
萩
の

　
　
　

う
つ
り
も
ゆ
く
か　

ひ
と
の
心
の
」 

と
い
う
常
康
親
王
の
御
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、 

ひ
と
の
心
の
う
つ
ろ
い
易
い
さ

ま
を
、 

野
風
に
託
し
て
詠
じ
て
い
る
。
ま
さ
に
、 

常
康
親
王
の
御
心
は
、 

人
の
世
の

う
つ
ろ
い
易
さ
を
達
観
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

常
康
親
王
の
父
君
の
仁
明
天
皇
を
ひ
た
す
ら
追
慕
さ
れ
る
御
気
持
が
、 

遍
照
と
結

び
つ
け
る
一
つ
の
縁
と
な
り
、 

二
人
が
出
家
後
も
睦
く
語
り
合
う
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。 

　

 

『
古
今
和
歌
集
』 

離
巻
第
八

別
歌
に
は

　

 

「
雲
林
院
の
み
こ
の
舎し

ゃ

り

え

利
会
に
山
に
の
ぼ
り
て
か
へ
り
け
る
に　

さ
く
ら
の
花
の

も
と
に
て
よ
め
る　
　
　
　

僧
正　

へ
ん
ぜ
う

　

山
か
げ
に　

桜
ふ
き
ま
き　

み
だ
れ
な
む

　

花
の
ま
ぎ
れ
に　

た
ち
ど
ま
る
べ
く
」 

の
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

　

舎し

ゃ

り

え

利
会
と
い
う
は
、 

円
仁
が
仏
舎
利
を
中
国
か
ら
持
ち
帰
り
、 

貞
観
二
年 
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（
八
六
〇
） 

か
ら
、 

比
叡
山
に
始
め
た
法
会
と
伝
え
ら
れ
る
。
『
今
昔
物
語
』 

巻
十
一

の 
『
慈
覚
大
師
、 

始
建
二

楞
り
ょ
う
ご
ん
い
ん

厳
院
一

語
』 

第
廿
七
に
、 

慈
覚
大
師
が

　

 

「
唐
ヨ
リ
多
ノ
仏
舎
利
ヲ
持
渡
レ
リ
。
貞
観
二
年 

（
八
六
〇
） 

ト
云
フ
年
、 

惣そ

う

じ持

院い
ん

ヲ
起
テ
、 
舎
利
会
ヲ
始
テ
行
テ
、 

永
ク
此
ノ
山
ニ
伝
へ
置
ク
ニ
、 

多
ホ
ク
ノ
僧
ヲ

請
ジ　

音
楽
ヲ
調

し
ら
べ

テ
永
キ
事
ト
ス
。
日
ヲ
定
ム
事
无な

シ
。
只　

山
ノ
花
ノ
盛
ナ
ル
時

ヲ
契
ル
。
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
比
叡
山
の
舎
利
会
は 

「
花
ノ
盛
ナ
ル
時
」 

に
催
さ
れ
る
と
あ
る

よ
う
に
、 

桜
が
満
開
の
時
期
が
舎
利
会
の
開
催
の
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、 

こ
の
舎

利
会
に
、 

「
雲
林
院
の
み
こ 

（
道
康
親
王
） 

と
一
緒
に
、 

遍
照
が
参
加
し
た
が
、 

そ

の
時
の
歌
が
、 

先
の 

「
山や

ま
か
げ蔭

に　

桜さ
く
ら
ふ吹

き
ま
き　

乱
れ
な
む
」 

の
歌
で
あ
る
。
常
康

親
王
は
、 

貞
観
十
一
年 

（
八
六
九
） 

五
月
十
四
日
薨
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、 

舎
利
会

に
参
加
さ
れ
た
の
は
、 

失
意
の
晩
年
の
頃
で
あ
ろ
う
。 
遍
照
が
、 

常
康
親
王
に 

「
花

の
ま
ぎ
れ
に　

た
ち
ど
ま
る
べ
く
」 

と
歌
う
の
は
、 

下
山
さ
れ
る
と
再
び
俗
世
に
も

ま
れ
、 

煩
悩
の
多
い
常
康
親
王
に
対
し
、 

せ
め
て
少
し
で
も
仏
の
加
護
の
許
に
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

　

常
康
親
王
と
の
交
流
と
い
え
ば
、 

遍
照
の
息
子
、 

素そ

せ

い性
法
師
も
父
に
と
も
な
わ
れ
、 

し
ば
し
ば
親
王
を
訪
問
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
古
今
和
歌
集
』 

春巻
第
二

歌
二
に
は

　

 

「
雲
林
院
の
み
こ
の
も
と
に
、 

花
見
に
、 

北
山
の
ほ
と
り
に
ま
か
れ
り
時
よ
め
る

　
　
　
　

そ
せ
い

　

い
ざ
け
ふ
は　

春
の
山
べ
に　

ま
じ
り
な
む

　

く
れ
な
ば
な
げ
の　

花
の
か
げ
か
は

は
、 

素
性
が
常
康
親
王
と
北
山
の
春
の
山
を
散
索
し
た
歌
で
あ
る
。 

　

遍
照
は
、 

天
台
の
淸
僧
で
あ
っ
た
が
、 

勿
論
、 

「
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
」 

の
時

代
は
、 

優
雅
な
貴
公
子
と
し
て
、 

数
人
の
女
性
の
も
と
に
妻
問
し
、 

数
々
の
艶
話
も

伝
え
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

例
え
ば
、 

『
大
和
物
語
』 

下
に
は
、 

宗
貞
を

 

「
い
と
い
ろ
こ
の
み
に
な
ん
あ
り
け
り
」 

と
伝
え
て
い
る
。
或
る
時
、 

し
ば
し
ば
か
よ
っ
て
い
た
女
性
に
、 

今
宵
に
は
必
ず
お

と
ず
れ
る
で
あ
ろ
う
と
伝
え
た
が
、 

遂
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、 

早
速
、 

そ
の
女
性
か
ら
宗
貞
に
恨
み
の
歌
が
と
ど
け
ら
れ
た
。 

　

人
ご
こ
ろ　

う 
（
丑
三
つ
）
 

し
み
つ
の
い
ま
は　

た
の
ま
じ
よ

と
い
う
詰
問
の
一
句
を
見
て
、 

宗
貞
は
恐
縮
し
て

　
　

に
み

（
見
）

ゆ　

や
ど
ね
ぞ　

す
ぎ
に
け
る

と
の
文
を
送
っ
た
と
い
う
。
こ
の
贈
答
歌
は 

『
拾
遺
和
歌
集
』 

巻
第
十
六
雑
賀
及
び

遍
照
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
答
は
女
性
が 

「
丑
三
つ
」 

は
、 

と
う
に
過
ぎ

ま
し
た
よ
と
い
う
恨
み
言
に
対
し
、 

宗
貞
は
、 

「
や
と
ね

（
寝
）

」 

し
て 

「
子ね

」 

の
刻
は
す

で
に
過
き
て
し
ま
っ
た
事
を
詫
び
て
い
る
が
、 

こ
こ
で
も 

「
寝ね

」 

を
子ね

の
刻こ

く

に
掛
る

機
智
を
弄
し
て
い
る
。 

　

ま
た
百
人
一
首
一
夕
話
に
は
、 

宗
貞
が
五
条
あ
た
り
で
雨
に
逢
い
、 

荒
れ
た
る
家

に
雨
や
ど
り
の
た
め
に
入
る
と
、 

そ
こ
に
は
梅
の
花
が
咲
き
、 

鶯
も
鳴
い
て
い
た
。 

そ
の
時
、 

簾す
み

の
う
ち
よ
り
色
濃
き
衣
の
う
え
に
、 

薄
色
の
き
ぬ
を
着
た
女
性
が
う
か

が
わ
れ
、 

女
性
は

　

よ
も
ぎ
お
い
て　

荒
た
る
や
ど
を　

う
ぐ
ひ
す
の　

人ひ

と

く来
と
鳴な

く
や　

誰た
れ

と
か
ま

た
ん

と
吟
じ
た
の
で
、 

宗
貞
は
心
動
か
さ
れ

　

来
た
れ
ど
も　

い
ひ
し
馴な

れ
ね
ば　

う
ぐ
ひ
す
の

　

君
に
つ
げ
よ
と　

を
し
へ
て
ぞ
鳴
く
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と
返
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、 

宗
貞
は
、 

五
条
の
女
の
も
と
に
、 

絶
え
ず
訪
ね
た
と

伝
え
て
い
る
。 

　

後
に
宗
貞
が
出
家
し
た
が
、 

こ
の
五
条
の
女
の
許
に
袈け

さ裟
を
洗
い
を
托
し
、 

　

霜し
も
ゆ
き雪

の　

ふ
る
居や

の
下
に　

ひ
と
り
寝ね

の

　

う
つ
ぶ
し
ぞ
め
の　

あ
さ
の
け
さ
か
な

の
歌
を
送
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、 

「
う
つ
ぶ
し
て
」 

寝
る
こ
と
と 

「
う

つ
ぶ
し
染
め
」 

が
掛
り
、 

「
あ
さ
」 

（
麻
） 

は 

「
朝あ

さ

」 

に
、 

「
け
さ
」 

（
袈
裟
） 

は 

「
今け

朝さ

」 

に
掛
け
た
洒
落
な
歌
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

こ
の
こ
ろ
よ
り
宗
貞
は
、 

歌
人
と
し
て
も
、 

有
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

証
す
る
よ
う
に 

『
古
今
和
歌
集
』 

な
ど
に
も
、 
俗
名
の 

「
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
」 

（
良
岑
宗
貞
） 

の
名
を
記
し
た
歌
が
数
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

　

例
え
ば
、 

歌卷
第
二
春二

に
は
、 

「
春
の
う
た
と
て
よ
め
る
」 
「
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
」 

の

歌
は
、 

宮
廷
の
歌
に
詠
進
し
た
歌
で
あ
ろ
う
。 

　

 

「
花
の
色
に　

か
す
み
に
こ
め
て　

見
せ
ず
と
も

　

香か

を
だ
に
ぬ
す
め　

春
の
山
風
」 

が
あ
る
。
ま
た
、 

『
百
人
一
首
』 

に
採
録
さ
れ
、 

人
口
に
膾
炙
さ
れ
る

　

 

「
あ
ま
つ
か
ぜ　

雲
の
か
よ
ひ
ぢ　

吹
き
と
ぢ
よ

　
　

を
と
め
の
す
が
た　

し
ば
し
と
ど
め
む
」 

の
歌
は
、 

「
五
節
の
ま
ひ
ひ
め 

（
舞
姫
） 

を
観
て
よ
め
る
」 

も
の
だ
が
、 

こ
の
歌
も 

「
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
」 

時
代
の
歌
で
あ
っ
た
。 

　

因
み
に
五ご

せ

ち節
の
舞
は
、 

陰
暦
十
一
月
の
中な

か

の
丑
日
の
豊

と
よ
あ
か
り

明
の
節せ

ち

え会
に
行
わ
れ
る
舞

で
あ
る
。
天
武
天
皇
が
吉
野
に
御
幸
さ
れ
た
時
、 

日
暮
れ
、 

興
に
ま
か
せ
て
琴
を
奏

さ
れ
る
と
、 

に
わ
か
に
前
の
岬
の
下
に
雲
気
が
起
り
、 

高
唐
の
神
女
が
現
わ
れ
、 

曲

に
あ
わ
せ
て
、 

袖
を
五
た
び
挙
げ
て
歌
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
五
節
の
舞
の
起
源
と

伝
え
て
い
る
。
（
『
政
事
要
略
』
） 

こ
の
五
節
の
舞
姫
に
は
公
卿
、 

国
司
の
美
し
い
娘

が
四
人
乃
至
五
人
選
ば
れ
た
と
い
う
。 

　

ま
た

　

 

「
わ
び
人
の　

す
む
べ
き
宿
と　

見
る
な
べ
に

　
　

な
げ
き　

く
は
は
る　

こ
と
の
ね
ぞ
す
る
」 

（
巻
第
十
八　

雑
歌
下
） 

は
、 

宗
貞
が
奈
良
に
下
向
し
た
時
、 

賎
の
家
で
の
、 

女
が
奏
し
て
い
た
琴
の
音
を
ふ

と
耳
に
し
た
時
の
歌
で
あ
る
。 

　

こ
れ
ら
、 

「
よ
し
む
ね
の
む
ね
さ
だ
」 

の
一
連
の
歌
は
、 

『
古
今
和
歌
集
』 

の
仮
名

序
に
紀
貫
之
が

　

 

「
僧
正
遍
昭
は
、 

絵
の
さ
ま
は
得
た
れ
ど
も
、 

ま
こ
と 

（
誠
） 

す
く
な
し
。
た
と

へ
ば
、 

絵
に
か
け
る
女
を
見
て
、 

い
た
づ
ら
に
心
を
う
ご
か
す
が
ご
と
し
」 

と
評
し
て
い
る
が
、 

確
か
に
極
め
て
幻
想
的
で
、 

美
し
い
大
和
絵
画
を
見
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
あ
た
か
も
自
ら
を
、 

絵
画
の
主
人
公
に
し
た
て

て
、 

歌
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

　

こ
れ
ら
の
歌
の
特
徴
は
、 

出
家
し
た
後
の
遍
昭
の
歌
に
於
い
て
も
、 

少
し
も
変
っ

て
い
な
い
。 

　

 

「
あ
さ
み
ど
り　

い
と
よ
り
か
け
て　

白
露
の

　
　

玉
に
も
ぬ
け
る　

春
の
柳

や
な
ぎ

か
」 

（
巻
第
一　

春
歌
上
） 

　

淺
緑
の
柳
の
枝
に
、 

白
露
が
連
珠
の
よ
う
に
貫
な
っ
て
る
と
い
う
歌
は
、 

美
し
い

詩
の
一
節
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、 

自
ら
の
感
性
を
そ
の
自
然
に
直
接
投
入

す
る
と
い
う
よ
り
、 
傍
観
者
と
し
て
詠
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、 

紀
貫
之
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か
ら
、 

「
誠
す
く
な
し
」 

と
き
め
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

　

確
か
に
、 

和
歌
を
一
つ
の
芸
術
の
域
に
ま
で
高
め
よ
う
と
し
た
紀
貫
之
の
生
き
方
と
、 

遍
照
と
は
、 
和
歌
に
対
す
る
考
え
方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。 

　

和
歌
は
、 
美
的
な
も
の
を
洗
練
さ
れ
た
言
葉
で
象
徴
的
に
結
晶
す
る
点
に
求
め
る

芸
術
派
な
貫
之
の
立
場
と
、 

和
歌
を
文
字
通
り
、 

「
和わ

す
る
歌
」 

と
見
な
す
遍
照
の

立
場
は
対
照
的
に
異
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
歌
は
、 

故
人
の
詠
嘆
や

感
慨
を
歌
う
よ
り
も
、 

人
間
相
互
の
心
を
交
わ
す
詩
章
で
あ
り
、 

時
に
は
、 

社
交
的

な
挨
拶
で
あ
っ
た
伝
統
の
流
れ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
遍
照
の
歌
は
、 

い
う
ま
で

も
な
く
後
者
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
本
音
を
あ
か
ら
さ
ま
に
言
葉
に
せ
ず
、 

機
智
的
な

視
点
を
あ
た
た
か
味
の
あ
る
歌
詞
で
包
ん
で
呈
示
す
る
と
こ
ろ
に
、 

遍
照
の
歌
の
特

徴
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

　

遍
照
が
仏
教
界
の
み
な
ら
ず
、 

世
俗
の
世
界
に
お
い
て
も
、 

多
く
の
ひ
と
び
と
か

ら
う
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、 

彼
の
温
和
で
、 

平
衡
感
覚
に
優
れ
た
人
柄
故
で
あ
っ
た

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。 

　

た
と
え
ば
、 

遍
照
は
、 

好
ん
で 

「
女
郎
花
」 

と
い
う
な
ま
め
か
し
い
言
葉
が
引
き

お
こ
す
発
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
歌
が
多
い
。 

　

 

「
題
し
ら
ず

　
　

名
に
め
で
て　

を
れ
る
ば
か
り
ぞ　

女
郎
花

　
　

わ
れ
お
ち
に
き
と　

人
に
か
た
る
な
」 

（
巻
第
四　

秋
歌
上
） 

　

 

「
秋
の
野
に　

な
ま
め
き
た
て
る　

女
郎
花

　
　

あ
な
か
し
が
ま
し　

花
も
ひ
と
時
」 

（
巻
第
十
九　

俳
諧
歌
） 

　

最
後
の
歌
は
、 

た
し
か
に
な
ま
め
か
し
い
女
郎
花
が
い
つ
し
か
散
る
よ
う
に
、 

女

盛
り
の
美
し
い
女
性
も
、 

ほ
ん
の
ひ
と
時
に
過
ぎ
な
い
と
、 

仏
教
の
無
常
観
を
歌
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、 

こ
の
歌
は
あ
く
ま
で
、 

「
俳
諧
歌
」 

に
分
類
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　

諧
謔
を
弄
し
、 

機
智
を
愉
し
む
姿
勢
が
、 

遍
照
の
歌
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。 

　

 

『
拾
遺
和
歌
集
』 

雑巻
第
十
七秋

に 

「
房
の
前
裁
見
に
女
ど
も
も
う
で
来
り
け
れ
ば
」 

と
し

て
、 

遍
昭
は

　

 

「
こ
こ
に
し
も　

何
に
ほ
ふ
ら
む　

女
郎
花

　
　

人
の
物
言
ひ　

さ
が
に
く
き
世よ

に
」 

と
歌
っ
て
い
る
。
「
さ
が
に
く
き
」 

は
、 

「
意
地
悪
い
と
か
、 

口
や
か
ま
し
い
」 

の
意

で
あ
る
が
、 

恐
ら
く
嵯
峨
4

4

の
広
沢
の
池
の
ほ
と
り
の
房
僧 

（
遍
照
寺
） 

に
於
け
る
歌

で
あ
ろ
う
。
俗
世
を
捨
て
た
自
分
の
庵
に
女
郎
花
が
咲
き
乱
れ
、 

多
く
の
女
性
が

集
っ
て
い
る
の
を
見
て
、 

世
間
の
ひ
と
び
と
は
、 

悪
い
噂
を
立
て
る
だ
ろ
う
と
戯
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

 

『
古
今
和
歌
集
』 

巻
第
二
春
歌
下
に
の
せ
る
次
の
歌
も
、 

そ
の
類
い
に
数
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。 

　

 

「
志
賀
よ
り
帰
り
け
る
を
う
な
ど
も
、 

花
山
に
入
り
て
、 

藤
の
花
の
も
と
に
た
ち

よ
り
て
、 

か
へ
り
け
る
に
、 

よ
み
て
お
く
り
け
り
。 

　
　

よ
そ
に
見
て　

か
へ
ら
む
人
に　

藤
の
花

　
　

は
ひ
ま
つ
は
れ
よ　

枝
は
を
る
と
も
」 

　

右
の
歌
は
、 

志
賀
寺
の
参
詣
の
帰
り
道
に
、 

花
山
寺 

（
元
慶
寺
） 

に
立
ち
寄
っ
た

が
、 

寺
の
仏
様
を
お
が
ま
ず
に
、 

唯
、 

藤
の
花
の
盛
り
の
美
し
さ
だ
け
を
見
て
帰
っ

て
い
っ
た
女
官
達
を
揶
揄
し
た
歌
で
あ
る
。
言
語
づ
ら
で
は
藤ふ

じ
づ
る葛

が
這
い
纏
っ
て
帰
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れ
な
い
よ
う
に
女
官
達
を
捉
え
て
置
け
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、 

恐
ら
く
、 

藤
の

花
に
象
徴
さ
れ
る
摂
関
家
、 

藤
原
氏
の
庇
護
の
許
に
あ
る
女
官
達
が
、 

遍
照
僧
正
を

無
視
す
る
か
の
よ
う
な
態
度
に
対
し
、 

皮
肉
を
こ
め
た
歌
を
返
し
た
も
の
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら 

『
伊
勢
物
語
』 

第
百
一
段
に
も
、 

左
近
衛
督か

み

の
在
原
行ゆ

き
ひ
ら平

が
瓶
に
立
派
な
藤
の
花
を
い
け
て
、 

左
中
弁
藤
原
良よ

し
ち
か近

を
饗
応
し
た
時
、 

同
席
し
た

在
原
業
平
が

　

咲
く
花
の　

下
に
か
く
る
る　

人
お
ほ
み

　

あ
り
し
に
ま
さ
る　

藤
の
か
げ
か
も

と
歌
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、 
藤
原
良
房
の
栄
花
の
お
蔭
で
、 

藤
原
一
門

も
栄
え
て
い
る
と
い
う
御
世
辞
の
歌
の
よ
う
で
あ
る
が
、 

裏
返
っ
て
よ
め
ば
、 

業
平

の
藤
原
氏
に
対
す
る
痛
烈
な
皮
肉
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、 

「
み
な
人　

そ

し
ら
ず
な
り
け
り
」 

と
い
う
文
言
が
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　

業
平
は
、 

惟
喬
親
王
を
誕
生
さ
れ
た
紀
靜
子
の
兄
、 

紀
有
常
の
娘
を
妻
と
し
て
迎

え
て
お
り
、 

雪
の
降
り
つ
も
る
な
か
失
意
の
惟
喬
親
王
を
比
叡
山
の
麓
の
山
荘
に
訊

ね
、 

　

 

「
忘
れ
て
は　

夢
か
と
ぞ
思
ふ　

思
ひ
き
や

　
　

雪
踏
み
わ
け
て　

君
を
見
む
と
は
」 

（
『
伊
勢
物
語
』 

第
八
十
三
段
） 

と
歌
っ
て
い
る
。
業
平
は
桓
武
天
皇
の
皇
孫
に
当
り
、 

そ
の
意
味
か
ら
も
、 

遍
照
と

環
境
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　

先
の
遍
照
の
歌
も
一
見
、 

女
官
達
に
、 

藤
の
葛つ

る

が
ま
と
わ
り
つ
い
て
帰
れ
な
い
よ

う
に
と
歌
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、 

暗
に
摂
関
家
の
権
勢
に
ま
と
わ
り
つ
い
て

い
る
あ
さ
ま
し
き
姿
を
嘆
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
軽
い
諧
謔
の
言
葉
の

裏
に
は
、 

皇
統
に
連
る
遍
照
の
矜
恃
の
精
神
が
か
く
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。 

　

そ
れ
故
、 

遍
照
が
親
密
に
交
流
を
か
わ
さ
れ
た
方
々
は
皇
室
の
方
々
が
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
。
常
康
親
王
と
の
事
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
遍
照
を
語
る
上

で
、 

逸
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
お
方
は
、 

仁
和
の
帝
、 

つ
ま
り
光
孝
天
皇
で
あ
っ
た
。 

光
孝
天
皇
は
、 

遍
照
が
近
侍
し
た
仁
明
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
る
。
元
慶
八
年 

（
八
八
四
） 

に
陽
成
天
皇
退
位
に
と
も
な
っ
て
、 

皇
位
に
つ
か
れ
た
天
皇
で
あ
る
。 

『
三
代
実
録
』 

に
は

　

 

「
天
皇
少

わ
か
く
し
て而

聡
明
。
好
読
二

経
史
一

。
容
止
閑
雅
、 

謙
恭
和
潤　

慈
仁
寛
曠
。
親
二

愛
九
族
一

。
性
多
二

風
流
一

」 

（
『
三
代
実
録
』 

元
慶
八
年
二
月
条
） 

と
伝
え
ら
れ
る
如
く
、 

温
和
な
方
で
、 

慈
愛
深
く
、 

風
流
を
好
ま
れ
た
天
皇
と
述
べ

て
い
る
。 

　

百
人
一
首
の
中
に
も
、 

光
孝
天
皇
の
御
製
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
を
御
存
知
で
あ

ろ
う
。 

　

君
が
た
め　

春
の
野
に
出い

で
て　

わ
か
菜な

つ
む

　

わ
が
衣こ

ろ
も
で手

に　

雪
は
降
り
つ
つ

こ
の
歌
は
、 

『
古
今
和
歌
集
』 

巻
第
一
春
歌
上
に
見
え
る
が
、 

「
仁
和
の
み
か
ど
、 

み

こ
に
お
ま
し
ま
し
け
る
時
に
」 

と
詞
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、 

時と
き
や
す康

親
王
の
時
代
の

御
歌
で
あ
る
か
ら
、 

光
孝
天
皇
は
お
若
い
時
よ
り
和
歌
を
た
し
な
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。 

そ
の
点
か
ら
も
遍
照
と
親
し
く
交
わ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

光
孝
天
皇
は
、 

天
長
七
年 
（
八
三
〇
） 

年
、 

藤
原
沢
子
を
生
母
と
し
て
誕
生
さ
れ
て
い
る
か
ら
、 

弘

仁
七
年 

（
八
一
六
） 

生
れ
の
遍
照
よ
り
十
四
歳
若
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
光
孝
天
皇

は
皇
子
の
頃
よ
り
遍
照
に
親
し
み
を
感
じ
交
流
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
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『
古
今
和
歌
集
』 

巻
第
四
秋
歌
上
に
も 

「
仁
和
の
帝
、 

み
こ
に
お
は
し
ま
し
け
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

時4

」
、 
布ふ

る留
の
滝た

を
御
覧
に
な
る
た
め
、 

途
中
、 

遍
照
の
母
の
家
に
宿
ら
れ
、 

遍
照

と
、 

秋
の
庭
を
見
ら
れ
な
が
ら
、 

物
語
り
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際

遍
照
が

　

 

「
さ
と
は
あ
れ
て　

人
は
ふ
り
に
し　

宿
な
れ
や

　
　

庭
も
ま
が
き
も　

秋
の
野
ら
な
る
」 

の
歌
を
母
に
代
っ
て
歌
ん
だ
と
い
う
。 

　

因
み
に
、 

布
留
の
滝
は
、 

現
在
の
奈
良
県
天
理
市
布
留
町
に
流
れ
る
布
留
川
の
上

流
の
滝
で
あ
る
。 

春
日
山
断
層
崖
の
急
斜
面
に
か
か
る
滝
が
布
留
の
滝
で
あ
る
。 

（
角
川 

『
古
代
地
名
大
辞
典
』 

一
二
七
八
頁
） 
京
都
か
ら
布
留
に
赴
く
途
中
に
、 

遍

照
の
生
母
の
家
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

　

そ
の
生
母
の
家
が
、 

後
に
遍
照
の
石

い
そ
の
か
み
で
ら

上
寺
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

『
後
撰
和
歌

集
』 

巻
第
十
七
雑
歌
三
の
巻
十
七
に
、 

小
野
小
町
が
、 

「
い
そ
の
か
み
と
い
ふ
寺
」 

（
石
上
寺
） 

に
詣
で
た
が
、 

日
暮
れ
た
の
で
、 

「
此
寺
に
遍
昭
侍
る
と
人
の
告
げ
侍
り

け
れ
ば
」 

　

岩
の
上
に　

旅
寝
を
す
れ
ば　

い
と
寒
し

　

苔
の
衣
を　

我
れ
に
か
さ
な
む

の
歌
を
遍
昭
に
送
る
と
、 

遍
昭
は

　

世
を
背
く　

苔
の
こ
ろ
も
は　

唯
一ひ

と

え重

　

貸
ね
ば
疎う

と

し　

い
ざ
二
人
ね
む

の
歌
を
返
し
た
と
記
し
て
い
る
。 

　

因
み
に
、 

石
上
寺
と
世
に
称
せ
ら
れ
る
寺
は
、 

二
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、 

旧
磯
上
村
に
あ
っ
て
、 

在
原
山
本
光
明
寺
と
号
り
、 

在
原
業
平
の
隠
棲
地

と
伝
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
大お

お

あ

ざ

ふ

る

字
布
留
に
あ
り
、 

『
名
所
図
絵
』 

な
ど
に
は
、 

良

因
寺
又
は
良
峯
寺
、 

石
上
寺
と
称
し
、 

僧
正
遍
昭
、 

其
の
子
素
性
が
出
居
し
た
処
と

い
う
。
（
吉
田
東
伍 

『
大
日
本
地
名
辞
書
』 

二
八
二
頁
） 

こ
の
石
上
寺
は
、 

現
在
の

奈
良
県
天
理
市
布
留
町
に
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。 

　

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、 

『
古
今
和
歌
集
』 

巻
第
七
賀
歌
に
も

　

「
仁
和
の
み
か
ど
、 

み
こ
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
御
を
ば
の
や（

八
十
路
）

そ
ぢ
の
賀
に
、 

し
（
白
銀
）

ろ
が
ね
を
つ（

杖
）ゑ

に
つ
く
れ
け
る
を
見
て
、 

か
の
御
を
ば
に
か
は
り
て
よ
み
け
る　

　
　
　

僧
正　

へ
ん
ぜ
う

　

ち
（
千
早
振
る
）
　

は
や
ぶ
る　

袖
や
き

（

切

り

）
り
け
む　

つ
く
か
ら
に

　

千
と
せ
の
坂
も　

こ
え
ぬ
べ
ら
な
り
」 

と
記
し
て
い
る
。
時
康
親
王
の
御お

お

ば

祖
母
は
、 

生
母
藤
原
沢さ

わ

こ子
の
母
、 

数か

ず

こ子
で
あ
る
と

い
う
。 

『
三
代
実
録
』 

元
慶
八
年 

（
八
八
四
） 

三
月
十
三
日
甲
戌
条
に

　

 

「
外
祖
母
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
数
子
並
二

正
一
位
一

」 

と
し
て
、 

光
孝
天
皇
の
外
祖
母
を
藤
原
朝
臣
数
子
と
記
し
て
い
る
。
生
母
沢
子
に
就

い
て
は
、 

『
三
代
実
録
』 

貞
観
十
年 

（
八
六
八
） 

六
月
十
一
日
癸
酉
条
に

 

「
是
日
、
无
品
宗
康
親
王
薨
、
帝
（
清
和
天
皇
） 

不
レ

視
レ

事
三
日
。
親
王
者
仁
明
天

皇
之
第
二
子
也
。
母
贈
皇
后
沢
子
8

8

、 

贈
政
大
臣
總
継
之
女
。
与8

二

光
孝
天
皇

8

8

8

8

一

同
胞
8

8

也8

」 

と
あ
り
、 

同
じ
く 

『
三
代
実
録
』 

の
光
孝
天
皇
即
位
前
紀
に
も
、 

　

 
「
母
贈
皇
太
后
藤
原
氏
。
贈
太
政
大
臣
正
一
位
總
継
朝
臣
之
女
焉
」 

と
記
し
て
い
る
。 

　

つ
ま
り
、 
藤
原
朝
臣
数
子
は
、 

紀
伊
守
藤
原
朝
臣
總
継
の
妻
で
、 

仁
明
天
皇
の
女

御
、 

藤
原
朝
臣
沢
子
の
母
で
あ
っ
た
。
沢
子
が
生
誕
さ
れ
た
御
子
が
光
孝
天
皇
で
あ
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る
か
ら
、 

光
孝
天
皇
に
と
っ
て
は
数
子
は
外
祖
母
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。 

　
　

藤
原
總
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
子　
　
　
　
　

宗
康
親
王

　
　

藤
原
数
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
明
天
皇　
　
　

光
孝
天
皇　
　

宇
多
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
時
康
親
王
） 

そ
の
数
子
の
八や

そ十
の
賀
に
、 
孫
に
当
ら
れ
る
時と

き
や
す康

親
王
が
銀
製
の
杖
を
献
上
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
数
子
に
代
っ
て
、 
時
康
親
王
に
お
礼
の
歌
を
遍
照
が
作
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。 

　

こ
の
よ
う
な
親
交
が
あ
っ
た
か
ら
遍
照
の
七
十
の
賀
は
、 

光
孝
天
皇
が
仁
寿
殿
で

曲
宴
を
開
か
れ
て
た
の
で
あ
る
。 

　

「
延
二

僧
正
法
印
和
尚
位
遍
照
、 

於
二

仁
寿
殿
一

申
二

曲
宴
一

。
遍
照
今
年
始
満
二

七
十
一

。
天
皇
慶
賀
。
徹
レ

夜
談
賞
、 

太
政
大
臣
左
右
大
臣
預
レ

席
焉
」 

（
『
三
代
実
録
』 

仁
和
元
年 

（
八
八
五
） 

十
二
月
十
八
日
戌
辰
条
） 

と
し
て
、 

仁
寿
殿
に
曲
宴
を
催
し
て
、 

遍
照
七
十
の
賀
を
、 

光
孝
天
皇
が
主
催
さ
れ

て
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、 

こ
の
時
の
太
政
大
臣
は
從
一
位
の
藤
原
基
経
で

あ
り
、 

左
大
臣
は
正
二
位
の
源
融と

お
る、 

右
大
臣
は
從
二
位
の
源
多
で
あ
っ
た
。
（
『
公
卿

補
任
』 

元
康
九
年 

（
仁
和
元
年
） 

条
） 

　

遍
照
の
七
十
の
賀
を
祝
わ
れ
た
光
孝
天
皇
の
御
歌
は 

『
古
今
和
歌
集
』 

巻
第
七
賀
歌
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

 

「
か
く
し
つ
つ　

と
に
も
か
く
に
も　

な
が
ら
え
て

　
　

君
が
や
ち
よ
に　

逢あ
ふ

よ
し
も
が
な
」 

　

『
西
宮
記
』 

巻
十
二
臨
時
巳
賀
事
に
は
、 

遍
照
の
七
十
の
賀
に
、 

「
献
二

和
歌
一

有
二

御
製
一

」 

と
伝
え
る
が
、 

光
孝
天
皇
の
そ
の
折
の
御
製
は
右
の
御
歌
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
又
、 

天
皇
は
そ
の
際
、 

遍
照
に
法
服
を
賜
い
、 

弟
子
達
に
も
祿
を
給
さ
れ

た
と
い
う
。 

（
『
西
宮
記
』
） 

そ
の
翌
年
の
仁
和
二
年 

（
八
八
六
） 

三
月
十
四
日
に
は

　

 

「
賜
二

僧
正
法
印
大
和
尚
位
遍
照
食
邑
百
戸
一

、 

聴
下

駕
二

輦
車
一

、 

出
中

入
宮
門
上

」 

（
『
三
代
実
録
』 

仁
和
二
年
三
月
十
四
日
癸
巳
条
） 

と
し
て
、 

食
封
百
戸
が
下
賜
さ
れ
、 

宮
中
に
は
輦
車
で
出
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
勅
に

　

 

「
公 

（
遍
照
） 

慈
仁
為
レ

性
、 

保
二

護
朕
躬
一

、 

一
朝
一
夕
頼
二

其
普
導
一

」 

と
あ
り
、 

更
に

　

 

「
公
之
来
レ

及
二

落
餝
一

、 

朕
之
始
在
二

列
藩
一

推
レ

分
結
レ

思
」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、 

遍
照
が
落
餝
出
家
す
る
以
前
か
ら 

「
分
を
推
し
て

思
い
を
結
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は 

「
境
遇
相
同
じ
き
よ
り
心
を
通
は
し
、 

交
情
を
結
ぶ
」 

の
意
と
解
さ
れ
て
い
る
。
（
佐
伯
有
義
校
訂
標
注 

「
増
補
六
国
史
巻

十 

『
三
代
実
録
』 

四
一
二
頁
」
） 

仁
明
天
皇
よ
り
最
も
信
頼
さ
れ
た
近
侍
の
良
岑
宗

貞
と
仁
明
天
皇
の
第
三
皇
子
時
康
親
王
は
、 

交
友
関
係
を
結
び
、 

時
康
親
王
が
即
位

さ
れ
る
と
陽
成
天
皇
に
ひ
き
つ
づ
き
遍
照
は
護
持
僧
と
し
て
、 

つ
か
え
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
し
て
仁
和
元
年 

（
八
八
五
） 

十
月
廿
二
日
に
は
、 

遍
照
は
僧
正
に
任
ぜ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
『
三
代
実
録
』
） 

　

そ
れ
故
、 

遍
照
が 

「
物
外
浮
栄
知
一
レ

非
二

公
好
一

」 

れ
ど
も
、 

朕
の
蓄
誠
を
あ
ら

わ
さ
ん
が
た
め
に
、 

食
封
を
賜
り
輦
車
出
入
の
特
権
を
許
し
た
と
結
ば
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
遍
照
は
同
年
六
月
十
四
日
に
食
封
辞
退
を
願
っ
て
い
る
が
、 

天
皇
か
ら
却

下
さ
れ
て
い
る
。
（
『
三
代
実
録
』 

仁
和
二
年
六
月
十
四
日
壬
戌
条
） 

　

遍
照
は
、 

寛
平
二
年 

（
八
九
〇
） 

正
月
十
九
日
に
遷
化
さ
れ
た
が
、 

『
元
亭
釈
書
』 
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三
慧
解
二
之
二
釈
遍
昭
伝
で
は
、 

「
年
七
十
四
」 

と
伝
え
、 

『
寺
門
伝
記
補
録
』 

十
七

僧
伝
で
は 

「
七
十
有
六
」 

と
記
し
て
い
る
。
『
今
昔
物
語
』 

十
九
頭
の 

「
少
將
良
峯

宗
貞
出
家
語
第
一
」
に
至
っ
て
は
「
七
十
二
」
と
述
べ
て
い
る
が
、仁
和
元
年 

（
八
八
五
） 

に
遍
照
の
七
十
の
賀
が
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、 

寛
平
二
年 

（
八
九
〇
） 

は

七
十
五
歳
と
す
る
の
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。 

　

遍
照
の
墓
は 

『
山
州
名
跡
志
』 

十
四
宇
治
郡
に 

「
遍
昭
像
、 

在
二

花
山
寺
南
二
町

許
一

、
人
家
西
畠
間
、
巡
有
二

柿
樹
数
本
一

」
と
見
て
、
花
山
寺
の
南
に
あ
っ
た
と
記

し
て
い
る
。
北
花
山
に
寺て

ら
の
う
ち

之
内
と
い
う
田
が
あ
り
、 

所
々
に
礎
石
が
残
る
と
こ
ろ
が

元
慶
寺
跡
で
、 

「
遍
昭
の
墓
は
北
花
山
の
南
二
町
許
、 

字
中な

か
み
ち道

に
在
り
、 

墓
上
一
石

を
置
き
、 

老
桜
を
植
え
た
り
」 

（
吉
田
東
伍 
『
大
日
本
地
名
辞
書
』 

一
五
七
頁
） 

と

記
さ
れ
て
い
る
。 

　

遍
照
の
縁
り
の
寺
は
、 

元
慶
寺
や
雲
林
院
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、 

先
の
石
上
寺
の
外

に
も
数
つ
か
の
寺
や
草
庵
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

そ
の
一
つ
が
、 

京
都
の
西
北
の
嵯
峨
の
遍
照
寺
で
あ
る
。
嵯
峨
の
地
は
、 

も
と
も

と
嵯
峨
上
皇
が
大
覚
寺
に
退
か
れ
、 

嵯
峨
天
皇
の
御
子
で
あ
る
源
融
も
そ
の
近
く
の

栖せ
い
か
か
ん

霞
観
に
隠
退
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
に
も
、 

こ
の
栖
霞
観
に
奝
然
が
三
国

伝
来
の
釈
迦
を
安
置
し
、 

寺
と
し
た
の
が
、 

淸
せ
い
り
ょ
う涼

寺
で
あ
る
。 

嵯
峨
天
皇
や
そ
の
一
統
の
方
に
は
、 

嵯
峨
の
地
は
極
め
て
関
係
の
深
い
土
地
で
あ
っ
た
。 

　

元
慶
四
年 

（
八
八
〇
） 

に
は
、 

淸
和
上
皇
は
、 

水
尾
山
寺
に
仏
堂
を
建
て
る
た
め

に
栖
霞
観
に
遷
し
て
い
る
。 

（
『
三
代
実
録
』 

元
慶
四
年
八
月
廿
三
日
甲
辰
条
） 

　

栖
霞
観
は
阿
弥
陀
堂
な
ど
が
設
け
ら
れ
、 

栖
霞
寺
と
証
さ
れ
た
が
、 

「
夫
、 

仏
寺

之
甲
勝　

雖
レ

多
。不
レ

如
二

栖
霞
寺
一

」 （『
願
文
集
』）と
絶
賛
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
。 

因
み
に 

『
源
氏
物
語
』 

松
風
に
見
え
る 

「
嵯
峨
の
御
堂
」 

は
、 

こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

　

嵯
峨
天
皇
の
皇
后
、 

橘
嘉
智
子
が
禅
刹
と
し
て
建
て
た
寺
、 

檀た
ん
り
ん
じ

林
寺
は
、 

『
山
城

志
』 

に
は

　

 

「
葛
野
郡
檀
林
尼
寺
、 

皇
后
嘉
智
子
建
云
々
…
…
今
天
竜
寺
諸
坊
此
在
二
此
地
」 

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
天
竜
寺
の
現
在
地
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
（
『
文
徳
実
録
』 

嘉
祥
三
年
五
月
壬
子 

（
五
日
） 

条
） 

　

こ
の
よ
う
に
、 

嵯
峨
の
地
は
、 

特
に
嵯
峨
天
皇
に
縁
り
の
あ
る
方
々
の
隠
棲
地
と

し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
敬
慕
す
る
ひ
と
び
と
も
、 

嵯
峨
の
地
の
美
し
さ

に
ひ
か
れ
、 

嵯
峨
の
別
宅
を
設
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
遍
照
も
、 

大
覚
寺
の
近

く
の
広
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
庵
を
設
け
て
い
た
の
も
、 

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の

跡
が
遍へ

ん
じ
ょ
う
じ

照
寺
で
あ
る
。 

 

『
拾
遺
抄
』 

九
雑
部
上
に
は

　

 

「
嵯
峨
野
に
す
み
侍
け
る
房
の
前
裁
を
人
な
ど
も
の
見
に
来
て
き
た
り
け
れ
ば
」 

と
詞
書
し
て

　

 

「
こ
こ
に
し
も　

何
匂
ふ
ら
ん　

女
郎
花

　
　

人
の
も
の
い
ひ　

さ
か
に
く
き
よ
に
」 

の
歌
を
残
し
て
い
る
。 

　

広
沢
の
池
に
就
い
て
、 

吉
田
東
伍
博
士
の 

『
大
日
本
地
名
辞
書
』 

に
は
、 

　
 

「
北
領
を
遍
照
寺
山
と
曰い

ひ
、 

南
村
を
池
浦
と
曰
ふ
。
捨
芥
抄
云い

わ
く、 

広
沢
池
寛
朝

僧
造
之
。
毎
秋
都
下
貴
賎
、 

古
今
賞
月
処
也
」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
賞
月
の
名
所
の
池
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
遍
照
寺
は
か

つ
て
広
沢
の
池
の
西
北
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、 

今
は
池
浦
観
音
寺
に
寺
号
を
伝
え
て

い
る
。 
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遍
照
寺
も
、 

大
覚
寺
に
ほ
ど
近
い
広
沢
の
池
の
傍
り
に
、 

秋
月
を
賞
ず
る
た
め
に

置
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

　

こ
の
ほ
か
に
も 

『
京
羽は

ぶ

た

え

お

り

ど

め

二
重
織
留
』 

二
所
在
地
に

　

 

「
遍
僧
正
遍
昭
所
在　

木
津
の
里
、 

向
観
音
寺
是
な
り
。
」 

と
、 

木
津
里
、 

向
観
音
寺
を
挙
げ
て
い
る
。 

　

勿
論
、 

遍
照
の
本
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、 

花
山
の
元
慶
寺
で
あ
る
。 

『
拾
遺
和
歌

集
』 

巻
十
六
雑
春
に

　

 

「
春　

花
山
に
亭
子
法
皇 

（
宇
多
法
皇
） 

お
は
し
ま
し
て　

帰
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば

　
　

ま
て
と
い
は
　ヾ

い
と
も
か
し
こ
し　

花
山
に　

暫
し
と
が
な
む　

鳥
の
ね
も

　
　

が
な
」 

の
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

　

た
ヾ
少
し
く
附
言
す
れ
ば
、 

遍
照
は
宇
多
天
皇
が
即
位
さ
れ
て
四
年
目
の
寛
平
二

年 

（
八
九
〇
） 

に
没
し
て
い
る
か
ら
、 

遍
照
の
花
山
の
元
慶
寺
に
宇
多
法
皇
が
尋
ね

ら
れ
た
の
は
、 

正
確
に
は
宇
多
天
皇
の
時
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
頃
は
遍
照
は
七
十
歳
を
過
ぎ
た
晩
年
の
時
代
の
話
で
あ
る
。 

　

宇
多
天
皇
は
光
孝
天
皇
の
後
を
継
が
れ
た
天
皇
で
あ
る
が
、 

父
君
、 

光
孝
天
皇
を

通
じ
て
遍
照
と
御
交
際
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

　

元
慶
寺
は
、 

花
の
名
所
で
も
あ
っ
た
か
ら
、 

多
く
の
文
人
や
宮
女
が
こ
の
地
を
訪

れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
地
は
、 

「
京
師
洛
東
に
通
ず
る
渋
谷
瓦
坂
の
二
路
は

花
山
の
南
北
に
係
る
」 

（
吉
田
東
伍 

『
大
日
本
地
名
辞
書
』 

五
七
頁
） 

と
あ
る
如
く

交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
る
。 

　

雲
林
院
も
洛
北
の
景
勝
の
地
に
あ
っ
た
が
、 

同
じ
く
交
通
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

　

大
和
の
布ふ

る留
の
地
も
、 

古
く
か
ら
石
上
神
社
が
祀
ら
れ
奈
良
盆
地
東
北
の
か
た
め

を
な
す
地
で
あ
っ
た
。 

　

遍
照
の
息
子
の
素
性
法
師
も

　

い
そ
の
か
み　

ふ
る
き
都
の　

郭
ほ
と
と
ぎ
す公

　

声
ば
か
り
こ
そ　

む
か
し
な
り
け
り 

（
『
古
今
和
歌
集
』 

巻
第
三
夏
歌
） 

と
歌
っ
た
よ
う
に
、 

布
留
は
又
、 

歌
の
名
所
と
し
て
聞
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

　

こ
の
よ
う
に
観
て
く
る
と
、 

京
の
西
北
を
占
め
る
嵯
峨
を
含
め
て
、 

京
の
周
辺
の

要
衝
地
に
、 

遍
照
縁
り
の
寺
々
が
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、 

そ
れ
ら
の
土

地
が
、 

当
時
に
於
て
も
景
勝
幽
邃
の
地
で
あ
っ
た
が
、 

遍
照
が
寺
地
を
選
択
す
る
に

当
っ
て
、 

通
行
の
上
の
観
点
も
か
な
り
配
慮
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　

こ
れ
ら
の
寺
で
遍
照
は
、 

仏
門
に
つ
か
え
る
身
と
し
て
日
々
を
過
し
て
来
た
の
で

あ
る
。 

『
後
撰
和
歌
集
』 

春
下
に
あ
る

　

 

「
折
り
つ
れ
ば　

た
ぶ
さ
に
穢け

が

る　

た
て
な
が
ら

　
　

三み

よ世
の
仏
に　

花は
な　

奉
た
て
ま

る
」 

の
歌
は
、 

前
世
、 

現
世
、 

来
世
の
三
世
の
仏
に
花
を
捧
げ
た
歌
で
あ
る
。
高
崎
正
秀

氏
は 

「
阿あ

の
く
た
ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
仏
た
ち
、 

我
が
立
つ
そ
ま
に
冥み

ょ
う
が加

あ
ら
せ
給
へ
」 

（
伝
教
大
師
） 

な
ど
が
想
起
さ
れ
る
歌
と
さ
れ
て
い
る
。（
高
崎
正
秀 

『
六
歌
仙
前
後
』 

三
八
七
頁
） 

因
み
に
、 

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
阿
耨
多
羅
は
、 

「
無
上
」、 

三
藐
は 

「
正
ま
た
は
等
」
、 

三
菩
提
は 

「
正
覚
」 

の
意
で
あ
る
。
こ
の
上
も
な
く
優
れ
て
正
し

く
平
等
円
満
で
あ
る
仏
の
覚
り
が
、 

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
三
菩
提
で
あ
る
。
こ
の

最
高
至
上
の
覚
り
を
求
め
る
心
が
、 

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
で
あ
る
。 

（
中
村
元 

『
仏
教
語
大
辞
典
』 

七
頁
） 

　

遍
照
も
、 

時
に
は
俗
世
の
塵
に
穢ち

り

さ
れ
て
も
、 

三
世
の
仏
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
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提
心
を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
遍
照
は
、 

単
な
る
俗
世
に
生
き
る
人
で
な
く
、 

仏
門
の

修
行
に
は
げ
む
清
僧
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

　

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
遍
照
に
は
、 

出
家
以
前
に
子
を
も
う
け
て
い
た
。
そ
の
ひ

と
り
が
、 

歌
人
と
し
て
名
高
い
素
性
法
師
で
あ
る
。
素
性
に
は
、 

由
性
と
呼
ば
れ
る

兄
弟
が
い
た
が
、 
素
性
は
幼
名
を
玄
利
は
る
と
し 

（
玄
理
） 

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。 

　

 

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』 
に
は

　
　

良
峯
安
世　
　
　

宗
貞　
　
　

素
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
性

と
あ
る
が
、 

「
良
峰
氏
系
図
」 

に
は

　
　

桓
武
天
皇　
　
　

安
世　
　
　

宗
貞　
　
　

素
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
理

と
記
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
正
し
く
は
、 

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』 

に
由
る
べ
き

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば 

『
良
峰
氏
系
図
』 

の 

「
玄
理
」 

は
素
性
の

幼
名
、 

玄
利
8

8 

（
『
尊
界
分
脈
』
） 

を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
出
家
し
て

素そ

せ

い性
と
称
し
た
が
、 

早
く
か
ら 

「
和
歌
の
名
士
」 

（『
百
人
一
首
一
夕
話
』 

素
性
法
師

の
話
） 

と
賞
賛
さ
れ
て
い
た
。 

　

素
性
は
、 

父
遍
照
と
共
に
常
康
親
王
の
雲
林
院
を
訪
問
し
、 

文
学
的
環
境
を
た
の
し

ん
で
い
た
。
後
に
、 

石
上
寺 

（
良

り
ょ
う
い
ん因

院
又
は
良
院
寺
と
称
す
） 

に
移
り
住
ん
で
い
た
。 

百
人
一
首
に
も

　

 

「
今
こ
む
と　

い
ひ
し
ば
か
り
に　

長な
が
つ
き月

の

　
　

有
明
の
月
を　

待
ち
出
で
つ
る
か
な
」 

の
歌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。 

　

素
因
は
、 

大
和
の
良
因
院 

（
石
上
寺
） 

の
住
持
の
時
代
に
、 

昌
泰
元
年 

（
八
九
八
） 

十
一
月
二
十
一
日
に
、 

寛
多
法
皇
が
、 

吉
野
の
宮み

や
だ
き滝

を
御
遊
覧
な
ら
れ
る
時
、 

大
和

に
住
む
素
性
が
、 

笠
を
ぬ
ぎ
、 

鞭
を
上
げ
て
御
案
内
申
上
げ
た
。
そ
の
時
、 

法
皇
は

供
奉
の
者
達
は
す
べ
て
俗
人
で
あ
っ
た
の
で
、 

素
性
を
た
わ
む
れ
に 

「
良
因
朝
臣
」 

と
呼
ぱ
し
め
た
と
い
う
。
そ
の
際
、 

素
性
は

　

秋
山
に　

ま
ど
ふ
こ
こ
ろ
を　

山
河
の

　

滝
の
し
ら
あ
わ
に　

消け

ち
や
は
て
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
『
素
性
集
』
） 

の
歌
を
献
じ
た
と
い
う
。
（
『
百
人
一
首
一
夕
話
』
） 

　

素
性
の
歌
は
、 

『
古
今
和
歌
集
』 

に
三
十
七
首
入
集
し
、 

名
だ
た
る
歌
人
と
し
て

著
名
で
あ
る
。 

　

春
た
て
ば　

花
と
や
見
ら
む　

白
雪
の

　

か
か
れ
る
枝
に　

う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
巻
第
一　

春
歌
上
） 

　

ち
よ
と
見
て　

あ
る
べ
き
も
の
を　

梅
の
花

　

う
た
て
に
ほ
ひ
の　

袖
に
と
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
巻
第
一　

春
歌
上
） 

　

山
吹
の　

花
は
な
い
ろ
ご
ろ
も

色
衣　

ぬ
し
や
た
れ

　

と
へ
ど
こ
た
へ
ず　

く
ち
な
し
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
巻
第
十
九　

雑
体
） 

な
ど
を
見
て
も
、 

父
遍
照
と
同
じ
く
、 

軽
妙
で
平
易
の
歌
ぶ
り
で
あ
る
。 

　

我
の
み
や　

あ
は
れ
と
思
は
む　

き
り
ぎ
り
す
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な
く
ゆ
ふ
か
げ
の　

や
ま
と
な
で
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
巻
第
四　

秋
歌
上
） 

も
、 

又
し
か
り
で
あ
る
。 

『
拾
遺
和
歌
集
』 

の

　

 

「
延
嘉
御
時
、 
月つ

き
な
み次　

御
屏
風
に
」 

の

　

 

「
あ
ら
た
ま
の　

年
と
し
た
ち
か
え
る

立
帰
る　

朝
あ
し
た

よ
り

　
　

待
た
る
る
物
は　

鶯
の
声
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
第
一　

春
） 

に
し
て
も

　

 

「
花
山
に
ま
か
り
て
侍
け
る
に
、 

駒こ
ま
び
き牽

の
御
馬
を
遣
は
し
た
り
け
れ
ば
」 

と
題
し
た

　

 

「
望も

ち
づ
き月

の　

こ
ま
よ
り
遅
く　

出で

で
つ
れ
ば

　
　

た
ど
る　

た
ど
る
ぞ　

山
は
越
え
つ
る
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
第
八　

雑
上
） 

に
し
て
も
、 

機
智
的
な
面
白
味
を
感
ず
る
歌
が
少
く
な
い
。
例
え
ば
こ
の
望
月
は

十
五
夜
の
月
で
あ
る
と
共
に
、 

信
濃
国
佐
久
郡
の
勅て

し

ま

き

旨
牧
で
あ
る
望も

ち
づ
き月

の
牧
か
ら
、 

宮

廷
に
貢
ぜ
ら
れ
た
名
馬
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

『
三
代
実
録
』 

貞
観
七
年 
（
八
六
五
） 

十
二
月
十
九
日
条
に

　

 

「
是
日
制
、 

信
濃
国
勅
使て

し御
馬
、 

元
八
月
二
十
九
日
貢
之
。
今
定
二

十
五
日
一

」 

（
『
三
代
実
録
』 

貞
観
七
年
十
二
月
十
九
日
丙
寅
条
） 

と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、 

八
月
十
五
日
は
中
秋
の
名
月
で
あ
る
。 

因
み
に
、 

望
月
の
牧
は
、 

現
在
の
長
野
県
佐
久
郡
望
月
町
望
月
に
あ
っ
た
勅
旨
牧
で
、 

千
曲
川
と
鹿
曲
川
に
挟
さ
れ
た
所
で
あ
る
。（
角
川 

『
古
代
地
名
大
辞
典
』 

四
二
〇
頁
） 

　

素
性
の
歌
振
り
も
、 

父
遍
照
に
よ
く
似
た
洒
脱
軽
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

よ
い
。 

　

摂
関
体
制
が
次
第
に
強
固
さ
を
増
し
て
い
く
時
代
に
、 

皇
胤
の
流
れ
を
く
む
人
物

と
し
て
は
、 

少
く
と
も
自
由
を
確
保
し
、 

生
き
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、 

遍
照
、 

素
性

の
生
き
方
も
一
つ
の
道
か
も
知
れ
な
い
と
、 

わ
た
く
し
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

た
だ
、 

素
性
は
父
遍
照
と
異
り
仏
教
界
で
活
躍
す
る
こ
と
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、 

和

歌
を
以
っ
て
、 

貴
顕
の
ひ
と
び
と
と
交
り
を
つ
づ
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
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Bishop Henjou : A Life of an Elegant and Sophisticalted Priest

Inoue, Tatsuo

Abstract

　Henjou （遍照） was the man of integrity as an official poet or clergy in the early Heian （平安） period.

　He made many tasteful poems expressing the subtleties of human nature.


